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　コロナ禍で最も顕著なリスクは、健診控えです。ガン健診や生活習慣

病健診は、異常を早期に見つけることが大切。発見が遅れると大きな病

気となったり致命的な事態にもなりかねません。

　全国的にいわれますが、共和病院でもコロナ禍においては、健診を受

ける患者さまの数はそれ以前と比べて２割程度減っています。外に出歩

かないことで運動不足となり、数値に影響が出ることも考えられます。

コロナ禍で改めて生活習慣を見直すとともに、健診をきちんと受けられ

ることをおすすめいたします。

　共和病院では、安心して健診を受けていただけるよう、検温や体調確

認、器具の消毒など感染対策を万全にしております。

共和病院で受けられる健診の種類
共和病院保健予防科より

一般の健診、企業健診、特定健診、生活習慣病健診、後期高齢者医療健診、

大阪市がん検診、介護予防健診、事業参加健診、人間ドック各種、脳ドック、

肺がんＣＴ検診、前立腺ＭＲＩ、その他オプション検査

健診控えが最大のリスク

　医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）とは、患者さまが自立した生活

を営むことができるよう、社会福祉の立場から本人や家族の抱える社

会的・心理的な問題を解決するための専門職です。「その人らしい生

活」を支援し、人と人をつなぎ地域の懸け橋となる、病院の窓口（顔

）となる仕事です。

　共和病院には３名のＭＳＷがおります。医療福祉課に所属し、地域

連携担当者２名と入退院支援看護師１名と一緒に仕事をしています。

高齢化率の高い生野区では、退院支援において介護施設とのやりとり

や、金銭的な問題の解決が多く提起されていることが特徴です。

　コロナ禍で一番の困難は「会えない」ということです。面会禁止の中、ご家族や身近な

方の顔を見れず話せないことで過度のストレスを感じたり認知症が急激に進行するといっ

た影響が出ています。また、ご家族が患者さまの状況を実感をもって把握できないという

こともあります。今後の相談や退院支援などの際、言葉では説明できても、実際に見てい

ない中で納得感をもっていただくことは難しいと思います。ケアマネージャーさんとのや

りとりでも同様です。

　さらに、入院患者さまは外出も制限されるため、身寄りの居られない患者さまのお買い

ものをソーシャルワーカーが代行せざるをえないということが今でも多くあります。

　改めて人と人とが「会う」ということの大切さを感じる日々です。現在の状況を心苦し

く思いますが、人と人をつなぎ患者さまの「その人らしい生活」を支援するため力になれ

るよう、福祉課一同努力いたします。お気軽にご相談ください。
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医療福祉課は病院南館３階にございます。

MSW(相談員)

病棟担当

３Ｆ：木下
４Ｆ：髙
５Ｆ：木下
６Ｆ：米沢
７Ｆ：髙








